
岡山県立津山東高等学校学校運営協議会 第１回会議 議事録〔公開用概要版〕 

令和5年7月12日（水）15:00~16:30 

津山東高校会議室 

○出席者 委員1０名（校長含む）中9名が出席  学校側出席者：教頭２名・事務部長 

○決議事項  

（１）会長・副会長の選出 

会長：安田 純（美作大学生活科学部教授），副会長：門長 儀紘(ラビット代表取締役) 

（２）令和5年度学校運営計画及びスクール・ポリシーの承認 

 

〔協議の概要〕 

（委員）具体的計画について、１年団の3点固定と2年団の4点固定について、帰宅時間が入るか

どうかの違いであるが、何を目的にしているのか。 

（学校）上級学年に進むにつれて、細かな時間設定が必要になる。１年生は規則正しい生活リズム

を取れるように、２年生では部活動など学校生活の中で時間設定を行いながらより効果的

な家庭学習時間の確保を狙いとしている。 

（委員） 卒業後、地元に定着する生徒数が関心事項であり、東高校の生徒にも意識調査を行いたい

と考えている。卒業後、一端都市部へ出ることはやむを得ないが、帰って来たいと思った

ときに職がないことがこの地域の課題の一つである。昨年、慶応大学や早稲田大学の学生

と行政が地方でも行える職を研究しネットワークを広げている。 

（委員）東高校で３年間を過ごす中で、行学や四校連携講座などの探究活動では地域の方と触れ合

う機会が多く持たれている。これらの体験から、この地域で教職に就きたいという気持ち

が芽生えた生徒もおり、この様な東高校の取り組みは外部からも高い評価を頂いている。

国際交流では、カナダ留学に参加した生徒は様々な体験の中で学びが多かった。また、学

校からは配信がこまめに行われ安心することができた。 

（委員）手帳の活用が少ないように感じる。デジタル、アナログのどちらでもよいが、この様な仕

組みを使って計画性を持って学習に取り組める生徒が増えるとよいのではないか。 

（学校）手帳については、進路支援部を中心に活用を推進している。現在の生徒はクロームブック

やスマホなど、デジタル活用に慣れていると感じるが、できればアナログで手帳に記入し

自己管理させる方が高い効果が得られると考えている。個人差があるので、より効果が高

い方法を検討していく必要がある。 

（委員）スクール・ポリシーの内容は、学校・保護者・地域が一体となって育てたい生徒像という

ことでよいか。 

（学校）そのとおりである。 

（委員）津山市の小中学生は夢や目標を持っている児童、生徒が多く、地域の活動に参加する割合

も多い。夢や目標を持っている高校生の割合はどれくらいか。また、東高生は地域の行事

に参加している割合は多いと思うが、そのデータがあれば聞かせてほしい。もう一点、自

分にはいいところがあると感じている東高生の割合はどれくらいか。自己肯定感が高いと、

自信をもって社会へ出ていけるのではないか。 



（学校）その様なデータは取っていない。地域の活動に参加する生徒はかなり多く、参加する回数

も多いと思う。 

（委員）東高校はアンケートを取れば高い数値が出ると思う。データを持っていれば、保護者や地

域の方にも理解や協力が得られやすいのではないか。また、生徒たちの自信にも繋がり、

東高校の強みに出来ると考える。 

（委員）その様な数値をアピールポイントに使うとよいのではないか。逆に、目標を持ててない生

徒がクローズアップされ、どの様な手立てを加えて育てていくのか指導のヒントになるの

ではないか。目標を持ててない生徒にも手厚く指導できていることもアピールポイントに

なると感じる。 

（委員）具体的計画について目標に対する達成基準が示されているが、数値化できる内容と数値化

しにくい内容があることは理解できるが、できるだけ数値化できるところは数値化しグラ

フ化するなど、伸びた内容や停滞している内容を検証することで強みが見えてくるのでは

ないか。また、伸びきれてない内容をこの会議で議論することでアドバイスできると思う。 

（学校）数値化している内容が比較的少ないと感じている。できるだけ数値化できる内容について

は数値化してもらうようお願いしている。数値化してみることで新たな視点で評価できれ

ば良い。 

（委員）数値化にこだわりすぎて、自己評価が低くならないようにして欲しい。また、年度末の段

階では次年度への改善点を検討するようになっているので、継続性を持てるようお願いし

たい。 

（委員）学校運営協議会では学校が取り組む内容が協議されることが多い。学校、保護者、地域の

役割を考え、保護者や地域からの協力を頂きながら生徒を育てていける環境が築けていけ

るとよいのではないか。 

（学校）本校の生徒は非常に落ち着いている。今は、地域から多くの協力を頂いていて恵まれてい

る状況だと感じている。今後、課題が見えてきたところでお知恵をいただきたい。 

 

 

岡山県立津山東高等学校 学校運営協議会 委員一覧（敬称略 五十音順） 

 

岡山県立津山東高等学校 校長     安東 幸信 

津山市医師会代表 いちば医院院長  市場  隆 

津山市企画財政部みらいビジョン戦略室長  笠尾 美樹 

ラビット代表取締役    門長 儀紘 

ＰＴＡ会長     河村 由起子 

㈱マルイ 総務人事部次長   髙橋 英資 

林田宮川町内会員    三村 文恵 

特定非営利活動法人みんなの集落研究所研究員 三村 雅彦 

津山市教育委員会企画参事   森  泰久 

美作大学生活科学部教授   安田  純 


